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成層圏・対流圏過程とその気候への影響
コンビーナ:渡辺 真吾(国立研究開発法人海洋研究開発機構)、河谷 芳雄(国立研究開発法人海洋研究開発機構)、関
谷 高志(国立研究開発法人　海洋研究開発機構、共同)、佐藤 薫(東京大学　大学院理学系研究科　地球惑星科学専
攻)
2018年5月23日(水) 17:15 〜 18:30  ポスター会場 (幕張メッセ国際展示場 7ホール)
成層圏・対流圏過程とその気候における役割（SPARC）は、世界気候研究計画 （WCRP）の主要プロジェクトの
一つであり、気候形成・変動における成層圏・対流圏およびその間の相互作用の役割解明を主眼とし、大気化学
と大気物理学との密接な連携を一大特徴とする。本セッションでは、近年の国際的動向を踏まえ、大気化学
セッションとも密接に連携しながら、新しい大気科学のコミュニティ形成をめざす。成層圏と対流圏の両域に関
わる様々な視点からの議論を歓迎する。
 

 

日本中央南部における富士山と周辺の観測地点での層厚、地
上観測、ゾンデ観測を用いた1965年から2016年までの気温
のトレンドに関して

*堤 之智1 (1.気象研究所)
キーワード：気温のトレンド、対流圏、層厚温度、地表気温
 
地球温暖化によって、世界の地上気温の上昇とともに対流圏の気温の上昇にも関心が集まっている。これまでの
研究から、モデル計算と地上気温、ラジオゾンデ、衛星データを使った観測とでは、地上と対流圏気温とは異な
る気温トレンドを持っていることがわかっている。この原因には、観測精度や観測環境、観測網の不均一による
地点代表性の問題などさまざまな要因が関連しており、まだ結論が出ていない。ここでは日本中部に位置する富
士山の山頂（3776m）と付近の気象観測点の長期間の気圧の観測結果を使って、日本の中央南部（ SMJ）の層厚
温度のトレンドを計算し、それを付近の地上気温トレンドとゾンデの気温トレンドと比較した。その結果、ラジ
オゾンデによる対流圏定圧面高度の気温はトレンドの検出には適切でないことがわかった。また SMJにおい
て、対流圏下層の層厚温度と地上気温は増加しているものの、両者のトレンドの大きさは1965年から2016年と
1985年から2016年とで逆転していることがわかった。


